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研究成果の概要（和文）：1.正常冠動脈症例を用いてhMR測定の妥当性、有用性を確認した結果、hMRの測定値
は、これまでの検討において冠微小循環を引き起こすと考えられている左室壁肥厚の程度と極めて良好に相関す
る事が確認された。
2.IVUS/OCTを用いてAMI症例の責任病変プラークを観察した結果、RIの原因と考えられている末梢塞栓物質の脂
質成分、壊死成分を大量に含む不安定プラークが、ST上昇型心筋梗塞で高頻度に観察され、RIのメカニズムが不
安定プラーク内容物の末梢塞栓である事を突き止めた。
3,pPCI施行時、血栓吸引療法併用した群では造影上の再灌流障害の発生頻度が低く、pPCI終了時のhMRが低値で
ある事が確認された。

研究成果の概要（英文）：1. Verifying the feasibility and reproducibility of hyperemic microvascular 
resistance (hMR) in patients with healthy normal coronary arteries, the value of hMR was 
significantly correlated with the degree of the left ventricular hypertrophy (LVH), which has been 
considered to lead to microvascular dysfunction (MVD). Therefore, hMR value can be recognized as a 
reliable physiologic marker of MVD.
2. Coronary imaging study using IVUS/OCT demonstrated that unstable plaques containing the distal 
embolizing debris (e.g. lipidic tissue and necrotic　tissue) was more frequently observed in 
patients with ST-elevation myocardial infarction (STEMI) than in patients with non-ST-elevation MI. 
As the patients with STEMI experience the reperfusion injury (RI) frequently, distal embolization of
 culprit plaque component seems to be main reason of RI onset.
3. Thrombus aspiration was associated with reduced incidence of no reflow and slow flow during the 
pPCI and with the lower hMR.

研究分野：医歯薬学
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１．研究開始当初の背景 
 急性心筋梗塞（acute myocardial 
 infarction: AMI）は早期再灌流療法
（primary percutaneous coronary  
intervention: pPCI）の普及によって死亡率
低下、予後改善が得られたが、一方で長時間
の冠動脈閉塞に晒された虚血心筋への急激
な再灌流によって生じる虚血-再灌流障害
（reperfusion injury: RI）がその後の心機能
低下の一因として未解決の臨床的課題とな
っている。RIの発生メカニズムとして、責任
冠動脈プラーク内容物の末梢塞栓と、それに
伴 う 微 小 循 環 障 害 （ microvascular 
dysfunction: MVD）が想定されているが、in 
vivo における MVD の評価指標がないため、
詳細なメカニズムは不明のままである。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究の目的は、冠動脈内圧と血流
側を同時測定しうる新規のMVD評価モダリ
ティ（hyperemic microvascular resistance: 
hMR）を用いて RI発症メカニズムを明らか
にし、残存心機能を温存しうる早期再灌流療
法の至適治療戦略開発に資する事である。 
 
３．研究の方法 
 急性心筋梗塞を発症し緊急冠動脈造影を
施行し、造影上の責任冠動脈病変が同定され、
pPCIを施行した症例を対象とした。 
① 責任冠動脈病変の IVUS/OCT所見 
② 治療前後の hMR測定 
③ pPCI後 9カ月後の心エコー評価 
④ 上記データを、pPCI時の血栓吸引施行群
と非施行群で比較検討 
上記評価・解析を施行した。 
 
４．研究成果 
 まず我々は初めに、冠動脈狭窄の存在しな
い正常冠動脈症例を用いて、下記 Fig.1の冠
動脈内圧と血流側を同時測定可能な
ComboWire®を左冠動脈前下行枝に挿入し、 

(Fig.1) 
hMR 測定の妥当性、臨床的有用性を確認し
た。結果、hMR の測定は極めて安全で測定
値も安定していた。またこれまでの検討にお
いて、冠微小循環を引き起こすと考えられて
いる左室壁肥厚の程度（具体的には、心エコ
ー上の心室中隔厚、左室後壁厚、左室心筋重
量係数）と極めて良好に相関する事が確認さ

れ、冠微小循環障害モダリティとしての有用
性が確認された（Fig.2）。 

(Fig.2) 
 次に我々は、IVUS/OCT を用いて、AMI
症例の責任病変プラークを詳細に観察した。
結果、RIの原因と考えられている末梢塞栓物
質の脂質成分、壊死成分を大量に含む不安定
プラークが、より RI が高率に重篤に起こる
と考えられている ST 上昇型心筋梗塞
（STEMI）で高頻度に観察され（Fig.3）、RI
のメカニズムが、不安定プラーク内容物の末
梢塞栓である事を突き止めた。 

(Fig.3) 
 その後の解析で、pPCI 施行時、血栓吸引
療法併用した群では、造影上の再灌流障害
（no reflow、slow flow）の発生頻度が低く、
pPCI終了時 hMRの小さい事が確認された。
つまり pPCI 施行時の血栓吸引療法は RI 発
生を抑制しうることが示唆された。現在、そ
の後の心機能の経時的変化を追跡中であり、
pPCI時のRI発生抑制が慢性期心機能温存に
寄与しうるかを解析中である。 
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